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(57)【要約】
　本開示の特定の態様は、シングルキャリア（ＳＣ）伝
送方式および直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式
といった多重伝送方式によって使用可能なフレーム構造
を生成するための方法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリアンブルおよびデータペイロードを生成することと、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを含むフレームを伝送することであって
、前記プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によ
って伝送され、前記データペイロードは、前記第１のチップレートとは異なる第２のチッ
プレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送される、ことと
を含む、無線通信のための方法。
【請求項２】
　前記第２のチップレートは、前記第１のチップレートよりも１．５倍高い、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルまたは前記データペイロードは、１つ以上のゴレイ符号を使用するこ
とによって生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記プリアンブルは、同期（ＳＹＮＣ）シーケンス、開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）
、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）を含み、前記ＳＹＮＣ、前記ＳＦＤ、および
前記ＣＥＳは、ゴレイ符号を使用することによってすべて拡散される、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記フレームを伝送することは、ピコネット制御装置によって定義されたスーパーフレ
ームのコンテンションアクセス期間（ＣＡＰ）において伝送することを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記フレーム内のショートヘッダーを生成することと、
　前記プリアンブルに続いて前記ショートヘッダーを伝送することであって、前記ショー
トヘッダーは、前記第１のチップレートで、前記ＳＣ伝送方式によって伝送される、こと
と
をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ショートヘッダーは、前記フレームの持続時間を示す情報を含む、請求項６に記載
の方法。
【請求項８】
　前記ショートヘッダーは、低密度パリティ検査（ＬＤＰＣ）符号化を使用することによ
って生成される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　プリアンブルおよびデータペイロードを生成するように構成された生成器と、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを含むフレームを伝送するように構成さ
れた送信機であって、前記プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（
ＳＣ）伝送方式によって伝送され、前記データペイロードは、前記第１のチップレートと
は異なる第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送
される、送信機と
を含む、無線通信のための装置。
【請求項１０】
　前記第２のチップレートは、前記第１のチップレートよりも１．５倍高い、請求項９に
記載の装置。
【請求項１１】
　前記プリアンブルまたは前記データペイロードは、１つ以上のゴレイ符号を使用するこ
とによって生成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
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　前記プリアンブルは、同期（ＳＹＮＣ）シーケンス、開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）
、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）を含み、前記ＳＹＮＣ、前記ＳＦＤ、および
前記ＣＥＳは、ゴレイ符号を使用することによってすべて拡散される、請求項９に記載の
装置。
【請求項１３】
　前記データフレームを伝送するように構成された前記送信機は、ピコネット制御装置（
ＰＮＣ）によって定義されたスーパーフレームのコンテンションアクセス期間（ＣＡＰ）
において伝送するように構成された回路を含み、前記装置と前記ＰＮＣは、同一のピコネ
ットにおけるものである、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記フレーム内のショートヘッダーを生成するように構成された生成回路と、
　前記プリアンブルに続いて前記ショートヘッダーを伝送するように構成された回路であ
って、前記ショートヘッダーは、前記第１のチップレートで、前記ＳＣ伝送方式によって
伝送される、回路と
をさらに含む、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ショートヘッダーは、前記フレームの持続時間を示す情報を含む、請求項１４に記
載の装置。
【請求項１６】
　前記ショートヘッダーは、低密度パリティ検査（ＬＤＰＣ）符号化を使用することによ
って生成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　プリアンブルおよびデータペイロードを生成するための手段と、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを含むフレームを伝送するための手段で
あって、前記プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方
式によって伝送され、前記データペイロードは、前記第１のチップレートとは異なる第２
のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送される、手段
と
を含む、無線通信のための装置。
【請求項１８】
　前記第２のチップレートは、前記第１のチップレートよりも１．５倍高い、請求項１７
に記載の装置。
【請求項１９】
　前記プリアンブルまたは前記データペイロードは、１つ以上のゴレイ符号を使用するこ
とによって生成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プリアンブルは、同期（ＳＹＮＣ）シーケンス、開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）
、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）を含み、前記ＳＹＮＣ、前記ＳＦＤ、および
前記ＣＥＳは、ゴレイ符号を使用することによってすべて拡散される、請求項１７に記載
の装置。
【請求項２１】
　前記フレームを伝送するための前記手段は、ピコネット制御装置（ＰＮＣ）によって定
義されたスーパーフレームのコンテンションアクセス期間（ＣＡＰ）において伝送するた
めの手段を含み、前記装置および前記ＰＮＣは同一のピコネットにおけるものである、請
求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記フレーム内のショートヘッダーを生成するための手段と、
　前記プリアンブルに続いて前記ショートヘッダーを伝送するための手段であって、前記
ショートヘッダーは、前記第１のチップレートで、前記ＳＣ伝送方式によって伝送される
、手段と
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をさらに含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ショートヘッダーは、前記フレームの持続時間を示す情報を含む、請求項２２に記
載の装置。
【請求項２４】
　前記ショートヘッダーは、低密度パリティ検査（ＬＤＰＣ）符号化を使用することによ
って生成される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　プリアンブルおよびデータペイロードを生成し、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを含むフレームを伝送し、前記プリアン
ブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって伝送され、
前記データペイロードは、前記第１のチップレートとは異なる第２のチップレートで、直
交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送される
ために実行可能な命令を含むコンピュータ可読媒体を含む、無線通信のためのコンピュー
タプログラム製品。
【請求項２６】
　少なくとも１つのアンテナと、
　プリアンブルおよびデータペイロードを生成するように構成された生成器と、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを含むフレームを、前記少なくとも１つ
のアンテナを介して、伝送するように構成された送信機であって、前記プリアンブルは、
第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって伝送され、前記デー
タペイロードは、前記第１のチップレートとは異なる第２のチップレートで、直交周波数
分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送される、送信機と
を含む、無線ノード。
【請求項２７】
　プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを受信することであって、前記プ
リアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無
線チャネルを介して伝送され、前記データペイロードは、前記第１のチップレートとは異
なる第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送され
た、ことと、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出することと
を含む、無線通信のための方法。
【請求項２８】
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出することは、共通する構成可能な
パラレルマッチドフィルタを使用して前記フレームをフィルタリングすることを含む、請
求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記プリアンブルの、同期（ＳＹＮＣ）シーケンス、開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）
、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）は、前記共通する構成可能なパラレルマッチ
ドフィルタを使用してすべて検出される、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第２のチップレートは、前記第１のチップレートよりも１．５倍高い、請求項２７
に記載の方法。
【請求項３１】
　前記プリアンブルはゴレイ符号を含む、請求項２７に記載の方法。
【請求項３２】
　プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを受信するように構成された受信
機であって、前記プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝
送方式によって、無線チャネルを介して伝送され、前記データペイロードは、前記第１の
チップレートとは異なる第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方
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式によって伝送された、受信機と、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出するように構成された検出器と
を含む、無線通信のための装置。
【請求項３３】
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出するように構成された検出器は、
共通する構成可能なパラレルマッチドフィルタを使用して、前記フレームをフィルタリン
グするように構成された回路を含む、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記プリアンブルの、同期（ＳＹＮＣ）シーケンス、開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）
、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）は、前記共通する構成可能なパラレルマッチ
ドフィルタを使用してすべて検出される、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第２のチップレートは、前記第１のチップレートよりも１．５倍高い、請求項３２
に記載の装置。
【請求項３６】
　前記プリアンブルはゴレイ符号を含む、請求項３２に記載の装置。
【請求項３７】
　プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを受信するための手段であって、
前記プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によっ
て、無線チャネルを介して伝送され、前記データペイロードは、前記第１のチップレート
とは異なる第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝
送された、手段と、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出するための手段と
を含む、無線通信のための装置。
【請求項３８】
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出するための手段は、共通する構成
可能なパラレルマッチドフィルタを使用して、前記フレームをフィルタリングするための
手段を含む、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記プリアンブルの、同期（ＳＹＮＣ）シーケンス、開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）
、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）は、前記共通する構成可能なパラレルマッチ
ドフィルタを使用してすべて検出される、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第２のチップレートは、前記第１のチップレートよりも１．５倍高い、請求項３７
に記載の装置。
【請求項４１】
　前記プリアンブルはゴレイ符号を含む、請求項３７に記載の装置。
【請求項４２】
　プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを受信し、前記プリアンブルは、
第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無線チャネルを介
して伝送され、前記データペイロードは、前記第１のチップレートとは異なる第２のチッ
プレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送され、
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出する
ために実行可能な命令を含むコンピュータ可読媒体を含む、無線通信のためのコンピュー
タプログラム製品。
【請求項４３】
　少なくとも１つのアンテナと、
　プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを、前記少なくとも１つのアンテ
ナを介して、受信するように構成された受信機であって、前記プリアンブルは、第１のチ
ップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無線チャネルを介して伝送
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され、前記データペイロードは、前記第１のチップレートとは異なる第２のチップレート
で、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送された、受信機と
　前記プリアンブルおよび前記データペイロードを検出するように構成された検出器と
を含む、無線ノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９下の優先権主張
　本特許出願は、２００８年９月９日に出願され、この譲受人に譲渡され、ここでの引用
により、ここに明確に組み込まれた、米国仮出願番号第６１／０９５，５０９号の優先権
を主張する。
【０００２】
　本開示の特定の態様は、概して無線通信に関し、より具体的には、異なる伝送方式に共
通するフレーム構造を生成するための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ミリ波通信は、約６０ＧＨｚのキャリア周波数を使用する通信を表す。デュアルモード
のミリ波物理層（ＰＨＹ）は、コモンモード（ＣＭ）伝送を用いることにより、シングル
キャリア（ＳＣ）変調および直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）変調をサポートすることが
できる。
【０００４】
　ＣＭは、ビーコニング、ネットワーク制御シグナリング、およびベースレートデータ通
信のための、ＳＣおよびＯＦＤＭベースのデバイスの両方によって使用される、シングル
キャリアモードである。ＣＭは、異なるデバイスおよび異なるネットワーク間の相互動作
性のために、一般的に用いられることができる。しかしながら、ＳＣ伝送モードのフレー
ム構造は、ＯＦＤＭ伝送モードのフレーム構造とは実質的に異なり、それは、ＳＣおよび
ＯＦＤＭデバイスおよびネットワーク間の相互動作性のレベルを制限する。
【０００５】
　したがって、ＳＣ変調およびＯＦＤＭ変調された伝送信号の両方による使用に好適なフ
レーム構造を生成するための方法が、当該技術において要求されている。
【発明の概要】
【０００６】
　ある特定の態様は、無線通信のための方法を提供する。方法は、概して、プリアンブル
およびデータペイロードを生成することと、プリアンブルおよびデータペイロードを含む
フレームを伝送することとを含み、プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキ
ャリア（ＳＣ）伝送方式によって伝送され、データペイロードは、第１のチップレートと
は異なる第２のチップレートで、ＯＦＤＭ伝送方式によって伝送される。
【０００７】
　ある特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、概して、プリアンブル
およびデータペイロードを生成するように構成された生成器と、プリアンブルおよびデー
タペイロードを含むフレームを伝送するように構成された送信機とを含み、プリアンブル
は、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって伝送され、デー
タペイロードは、第１のチップレートとは異なる第２のチップレートで、直交周波数分割
多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送される。
【０００８】
　ある特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、概して、プリアンブル
およびデータペイロードを生成するための手段と、プリアンブルおよびデータペイロード
を含むフレームを伝送するための手段とを含み、プリアンブルは、第１のチップレートで
、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって伝送され、データペイロードは、第１のチ
ップレートとは異なる第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式
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によって伝送される。
【０００９】
　ある特定の態様は、無線通信のためのコンピュータプログラム製品を提供する。コンピ
ュータプログラム製品は、プリアンブルおよびデータペイロードを生成し、プリアンブル
およびデータペイロードを含むフレームを伝送するために実行可能な命令を含むコンピュ
ータ可読媒体を含み、プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ
）伝送方式によって伝送され、データペイロードは、第１のチップレートとは異なる第２
のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送される。
【００１０】
　ある特定の態様は無線ノードを提供する。無線ノードは、概して、少なくとも１つのア
ンテナと、プリアンブルおよびデータペイロードを生成するように構成された生成器と、
プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを、少なくとも１つのアンテナを介
して、伝送するように構成された送信機とを含み、プリアンブルは、第１のチップレート
で、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって伝送され、データペイロードは、第１の
チップレートとは異なる第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方
式によって伝送される。
【００１１】
　ある特定の態様は、無線通信のための方法を提供する。方法は、概して、プリアンブル
およびデータペイロードを含むフレームを受信することであって、プリアンブルは、第１
のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無線チャネルを介して
伝送され、データペイロードは、第１のチップレートとは異なる第２のチップレートで、
直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送された、ことと、プリアンブルお
よびデータペイロードを検出することとを含む。
【００１２】
　ある特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、概して、プリアンブル
およびデータペイロードを含むフレームを受信するように構成された受信機であって、プ
リアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無
線チャネルを介して伝送され、データペイロードは、第１のチップレートとは異なる第２
のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送された、受信
機と、プリアンブルおよびデータペイロードを検出するように構成された検出器とを含む
。
【００１３】
　ある特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、概して、プリアンブル
およびデータペイロードを含むフレームを受信するための手段であって、プリアンブルは
、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無線チャネルを
介して伝送され、データペイロードは、第１のチップレートとは異なる第２のチップレー
トで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送された、手段と、プリアン
ブルおよびデータペイロードを検出するための手段とを含む。
【００１４】
　ある特定の態様は、無線通信のためのコンピュータプログラム製品を提供する。コンピ
ュータプログラム製品は、プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを受信し
、プリアンブルは、第１のチップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって
、無線チャネルを介して伝送され、データペイロードは、第１のチップレートとは異なる
第２のチップレートで、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送され、プ
リアンブルおよびデータペイロードを検出する、ために実行可能な命令を含むコンピュー
タ可読媒体を含む。
【００１５】
　ある特定の態様は、無線ノードを提供する。無線ノードは、概して、少なくとも１つの
アンテナと、プリアンブルおよびデータペイロードを含むフレームを、少なくとも１つの
アンテナを介して、受信するように構成された受信機であって、プリアンブルは、第１の
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チップレートで、シングルキャリア（ＳＣ）伝送方式によって、無線チャネルを介して伝
送され、データペイロードは、第１のチップレートとは異なる第２のチップレートで、直
交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送方式によって伝送された、受信機と、プリアンブルお
よびデータペイロードを検出するように構成された検出器とを含む。
【００１６】
　上記した本開示の特徴を詳細に理解できるように、先に簡潔に要約されたものの、さら
に具体的な説明が、種々の態様を参照することによりなされ、そのいくつかが付属の図面
で示される。しかしながら、付属の図面は、この開示の特定の典型的な態様のみを示すも
のであり、したがって、その範囲の限定と考えられるべきでないということに注意された
い。というのも、説明は、他の同様に効果的な態様にも認められうるからである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本開示の特定の態様に係る、例示的な無線通信システムを示す図である。
【図２】本開示の特定の態様に係る、無線デバイスにおいて利用され得る、さまざまなコ
ンポーネントを示す図である。
【図３】本開示の特定の態様に係る、無線通信システム内で使用され得る例示的な送信機
を示す図である。
【図４】本開示の特定の態様に係る、無線通信システム内で使用され得る例示的な受信機
を示す図である。
【図５】本開示の特定の態様に係る、多重伝送方式に共通するフレーム構造を生成および
処理するための動作を示す図である。
【図５Ａ】図５に示された動作を行うことのできる、例示的なコンポーネントを示す図で
ある。
【図６】本開示の特定の態様に係る、コモンモード（ＣＭ）伝送のためのミリ波フレーム
構造を示す図である。
【図７】本開示の特定の態様に係る、ＣＭ伝送のためのミリ波フレームのプリアンブル構
造を示す図である。
【図８】本開示の特定の態様に係る、ＣＭプリアンブルのための拡散シーケンスを生成す
るための、線形フィードバックシフトレジスタ（ＬＦＳＲ）の論理ブロック図である。
【図９】本開示の特定の態様に係る、コヒーレントに検出された、および、差動的に検出
された開始フレームデリミタ（ＳＦＤ）シーケンスのための受信機マッチドフィルタの出
力信号を示す図である。
【図１０】本開示の特定の態様に係る、シングルキャリア（ＳＣ）フレーム構造の一例を
示す図である。
【図１１】本開示の特定の態様に係る、ＳＣ伝送方式のためのフレーム構造の別の例を示
す図である。
【図１２】本開示の特定の態様に係る、ＳＣおよび直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送
方式の両方をサポートする統一されたフレーム構造を示す図である。
【図１３】本開示の特定の態様に係る、統一されたフレーム内の共通ショートヘッダーの
構造を示す図である。
【詳細な説明】
【００１８】
　さまざまな開示の態様が、付属の図面を参照して、以下により詳しく説明される。しか
しながら、この開示は、多くの異なる形態で具現化されることができ、この開示を通して
提示される、任意の特定の構造または機能に限定されるものとして解釈されるべきではな
い。あるいは、これらの態様は、この開示が徹底的かつ完全であるように、また、当業者
に開示の範囲を十分に示唆するように、提供される。ここでの教示に基づいて、当業者は
、開示の範囲が、開示の任意の他の態様と、無関係に実現されようと、組み合わせられて
実現されようと、ここに開示された任意の開示の態様をカバーすることを意図していると
いうことを理解すべきである。たとえば、ここに説明される任意の数の態様を使用して、
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装置が実現されても、方法が実践されてもよい。さらに、開示の範囲は、他の構造や機能
性、または、ここに説明されるさまざまな開示の態様に追加された、または、それ以外の
構造および機能性を使用して実践される、そのような装置または方法をカバーすることを
意図している。ここに開示される任意の開示の態様は、請求項の１つ以上の要素によって
具現化されうるということが理解されるべきである。
【００１９】
　「例示的な（exemplary）」という語は、「例、事例、または実例としての役割を果た
すこと」を意味するために、ここでは使用される。「例示的な」ものとして、ここに説明
される任意の態様は、他の態様よりも好ましい、または利点があるものとして必ずしも解
釈されない。
【００２０】
　ここでの教示は、さまざまな有線または無線の装置（たとえば、ノード）に組み込まれ
てもよい（たとえば、それらの中で実現されても、それらによって実行されてもよい）。
いくつかの態様において、ここでの教示によって実現される無線ノードは、アクセスポイ
ント、またはアクセス端末、またはピコネット制御装置、または他のタイプの無線デバイ
スを含むこともできる。
【００２１】
　アクセスポイント（「ＡＰ：access point」）は、ノードＢ、無線ネットワーク制御装
置（「ＲＮＣ：Radio Network Controller」）、ｅノードＢ、基地局制御装置（「ＢＳＣ
：Base Station Controller」）、基地トランシーバ局（「ＢＴＳ：Base Transceiver St
ation」）、基地局（「ＢＳ：Base Station」）、トランシーバ機能（「ＴＦ：Transceiv
er Function」）、無線ルータ、無線トランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳ
Ｓ：Basic Service Set」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ：Extended Service Set」
）、無線基地局（「ＲＢＳ：Radio Base Station」）、または、ある他の学術用語を、含
むことも、それらとして実現されることも、またはそれらとして認められることもできる
。
【００２２】
　アクセス端末（「ＡＴ：access terminal」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ニ
ット、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザー端末、ユーザーエージェント、ユー
ザーデバイス、ユーザー機器、または、ある他の学術用語を、含むことも、それらとして
実現されることも、またはそれらとして認められることもできる。いくつかの実現におい
て、アクセス端末は、セル式電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩ
Ｐ」）電話、無線ローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、無線
接続能力を有するハンドヘルドデバイス、または、無線モデムに接続された、ある他の好
適な処理デバイスを含むこともできる。このように、ここで教示される１つ以上の態様は
、電話（たとえば、セル式電話またはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラッ
プトップ）、携帯通信デバイス、携帯コンピュータデバイス（たとえば、携帯情報端末）
、娯楽デバイス（たとえば、音楽または映像デバイス、または衛星ラジオ）、全地球測位
システムデバイス、または、無線または有線媒体を介して通信するように構成された、任
意の他の好適なデバイスに、組み込まれることもできる。
【００２３】
　特定の態様がここに説明されるが、これら態様の多くのバリエーションおよび入れ替え
は、開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が説明されるが
、開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されることを意図しない。あるい
は、開示の態様は、異なる無線技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコ
ルに、広く適用可能であるものと意図され、それらのうちのいくつかは、図面および以下
の好ましい態様の説明において、例として説明される。詳細な説明および図面は、限定で
はなく、単に開示を示すものであり、開示の範囲は、付属の請求項およびその等価物によ
って定義される。
【００２４】
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　　例示的な無線通信システム
　ここに説明される手法は、シングルキャリア伝送に基づいた通信システムを含む、さま
ざまな広帯域無線通信システムのために使用されることができる。ここに開示される態様
は、ミリ波信号を含む超広帯域（ＵＷＢ：Ultra Wide Band）信号を用いるシステムに対
し、利点を有する。しかしながら、本開示は、そのようなシステムに限定されることを意
図しない。というのも、他の符号化された信号も、同様の利点から利益を得ることができ
るからである。
【００２５】
　図１は、本開示の態様が用いられることのできる無線通信システム１００の一例を示し
ている。無線通信システム１００は、広帯域無線通信システムであることもできる。無線
通信システム１００は、多数のセル１０２に、通信を提供することができ、その各々は、
基地局１０４によってサービスされている。基地局１０４は、ユーザー端末１０６と通信
する固定局であることもできる。基地局１０４は、代替として、アクセスポイント、ノー
ドＢ、または、ある他の学術用語で呼ばれることもできる。無線通信システム１００内の
セル１０２は、たとえば、ピコネット制御装置といった、共通コーディネーターと、単一
の識別子を共有する、１つ以上の論理的に関連づけられたデバイス群を含むピコネットで
あることもできる。
【００２６】
　図１は、システム１００中に散らばった、さまざまなユーザー端末１０６を示している
。ユーザー端末１０６は、固定（すなわち、静的）であっても、可動であってもよい。ユ
ーザー端末１０６は、あるいは、リモート局、アクセス端末、端末、加入者ユニット、移
動局、局、ユーザー機器、等とも呼ばれ得る。ユーザー端末１０６は、セル式電話、携帯
情報端末（ＰＤＡｓ）、ハンドヘルドデバイス、無線モデム、ラップトップコンピュータ
、パーソナルコンピュータ等といった無線デバイスであることもできる。
【００２７】
　さまざまなアルゴリズムおよび方法が、基地局１０４およびユーザー端末１０６間の無
線通信システム１００における伝送のために、使用されることができる。たとえば、信号
は、ＵＷＢ技術により、基地局１０４およびユーザー端末１０６間で送受信されることが
できる。このような場合、無線通信システム１００は、ＵＷＢシステムと呼ばれることが
できる。
【００２８】
　基地局１０４からユーザー端末１０６への送信を促進する通信リンクは、ダウンリンク
（ＤＬ）１０８と呼ばれることができ、ユーザー端末１０６から基地局１０４への送信を
促進する通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれることができる。あるいは
、ダウンリンク１０８は、フォワードリンクまたはフォワードチャネルと呼ばれることも
でき、アップリンク１１０は、リバースリンクまたはリバースチャネルと呼ばれることも
できる。
【００２９】
　セル１０２は、複数のセクタ１１２に分割されることができる。セクタ１１２は、セル
１０２内の物理的なカバレッジエリアである。無線通信システム１００内の基地局１０４
は、セル１０２の特定のセクタ１１２内に、パワーの流れ（flow of power）を集中させ
るアンテナを利用することもできる。そのようなアンテナは、指向性アンテナと呼ばれる
ことができる。
【００３０】
　図２は、無線通信システム１００内で用いられ得る無線デバイス２０２において利用さ
れることができる、さまざまなコンポーネントを示している。無線デバイス２０２は、こ
こに説明される、さまざまな方法を実現するように構成され得るデバイスの一例である。
無線デバイス２０２は、基地局１０４、またはユーザー端末１０６であることもできる。
【００３１】
　無線デバイス２０２は、無線デバイス２０２の動作を制御するプロセッサ２０４を含む
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ことができる。プロセッサ２０４は、また、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれること
もできる。メモリ２０６は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）の両方を含むことができ、プロセッサ２０４に命令およびデータを提供する
。メモリ２０６の一部は、また、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含む
こともできる。プロセッサ２０４は、概して、メモリ２０６内に記憶されたプログラムの
命令に基づいて、論理および演算動作を行う。メモリ２０６における命令は、ここに説明
される方法を実現するために実行可能であることができる。
【００３２】
　無線デバイス２０２は、また、無線デバイス２０２およびリモート位置間のデータの送
受信を可能にするための送信機２１０および受信機２１２を含み得る、ハウジング２０８
を含むこともできる。送信機２１０および受信機２１２は、トランシーバ２１４に組み入
れられることもできる。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に固着され、トランシーバ
２１４に電気的に結合されることができる。無線デバイス２０２は、また、（図示しない
）複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または、複数のアンテナ
を含むこともできる。
【００３３】
　無線デバイス２０２は、さらに、トランシーバ２１４によって受信された信号のレベル
を検出および量化する取り組みにおいて使用されうる信号検出器２１８を含むこともでき
る。信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルあたりサブキャリアあたりのエネルギ
ー、電力スペクトル密度といった信号、および他の信号を検出することもできる。無線デ
バイス２０２は、さらに、信号処理に使用するための、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）２２０を含むこともできる。
【００３４】
　無線デバイス２０２のさまざまなコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、
制御信号バス、およびステータス信号バスを含むこともできる、バスシステム２２２によ
って、共に結合されることができる。
【００３５】
　図３は、シングルキャリア（ＳＣ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、または、ある
他の伝送技術を利用する無線通信システム１００内で使用され得る送信機３０２の一例を
示す。送信機３０２の一部は、無線デバイス２０２の送信機２１０において実現されるこ
ともできる。送信機３０２は、ユーザー端末１０６にデータ３０４を送信する基地局１０
４において実現されることができる。送信機３０２は、さらに、アップリンク１１０で基
地局１０４にデータ３０４を送信するユーザー端末１０６において実現されることもでき
る。
【００３６】
　送信されるデータ３０４は、マッパー３０６への入力として供給されているところが示
されている。マッパー３０６は、コンスタレーションポイントに、データストリーム３０
４をマッピングすることができる。マッピングは、２相位相変調（ＢＰＳＫ）、４相位相
変調（ＱＰＳＫ）、８相位相変調（８ＰＳＫ）、直交振幅変調（ＱＡＭ）、等といった、
ある変調コンスタレーションを使用して行われることができる。このように、マッパー３
０６は、シンボルストリーム３０８を出力することができ、それは、プリアンブル挿入ユ
ニット３１０への入力を表すことができる。
【００３７】
　プリアンブル挿入ユニット３１０は、入力シンボルストリーム３０８の冒頭に、プリア
ンブルシーケンスを挿入するために構成されることができ、対応するデータストリーム３
１２を生成することができる。プリアンブルは、受信機側に知られていることができ、時
間および周波数の同期、チャネル推定、等化、およびチャネル復号化のために利用される
ことができる。そして、プリアンブル挿入ユニット３１０の出力３１２は、無線周波数（
ＲＦ）フロントエンド３１４によって、所望の送信周波数帯域にアップコンバートされる
ことができる。そして、アンテナ３１６は、無線チャネルを介して、結果として生じた信
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号３１８を送信することができる。
【００３８】
　図４は、シングルキャリア、または、ある他の伝送技術を利用する無線デバイス２０２
内で使用されることのできる受信機４０２の一例を示す。受信機４０２の一部は、無線デ
バイス２０２の受信機２１２において実現されることもできる。受信機４０２は、ダウン
リンク１０８で基地局１０４からデータ４０４を受信するユーザー端末１０６において実
現されることができる。受信機４０２は、さらに、アップリンク１１０でユーザー端末１
０６からデータ４０４を受信する基地局１０４において実現されることができる。
【００３９】
　信号４０４がアンテナ４０６によって受信された場合、それは、ＲＦフロントエンド４
０８によってベースバンド信号４１０にダウンコンバートされることができる。シングル
キャリアデータ通信のための、受信された信号のフレームフォーマットは、一般的に、デ
ータ部分が後続するプリアンブルを含む。プリアンブル部分４１２は、ユニット４１６に
よってチャネル推定のために利用されることができる。受信されたデータ４１４は、以前
に計算されたチャネル推定４１８を用いて、等化ユニット４２０によって処理されること
ができる。
【００４０】
　デマッパー４２４は、等化されたデータストリーム４２２を入力することができ、図３
によるマッパー３０６によって行われたシンボルマッピング動作の逆を行うことができ、
それによって、データストリーム４２６を出力する。理想的には、このデータストリーム
４２６は、図３に示した、送信機３０２への入力として提供されたデータ３０４に対応す
る。
【００４１】
　　コモンモードフレーム構造
　図１に示した無線システム１００は、ミリ波通信（たとえば、約６０ＧＨｚのキャリア
周波数による通信）のために使用されることができる超広帯域（ＵＷＢ）システムを表す
ことができる。デュアルモードのＵＷＢ物理層（ＰＨＹ）は、コモンモード（ＣＭ）伝送
方式を用いることにより、シングルキャリア（ＳＣ）変調および直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）変調をサポートすることができる。ＣＭとは、ビーコニング、ネットワーク制御
シグナリング、およびベースレートのデータ通信のためにＳＣおよびＯＦＤＭデバイスの
両方によって使用されるシングルキャリアモードである。
【００４２】
　ＣＭは、一般的に、異なる無線デバイスおよび異なる無線ネットワーク間の相互動作性
のために必要とされ得る。さらに、ＣＭ方式が、一定の包絡線（constant envelope）を
有する伝送信号を供給する連続位相変調（ＣＰＭ：continuous phase modulation）を用
いることは、特に低電力無線デバイスにとって有利であり得る。この伝送方法は、送信機
の電力増幅器が、ＣＰＭベースの伝送信号のスペクトルに影響を与えずに、最大レベルの
出力電力で動作することを確実にすることができる。
【００４３】
　本開示の特定の態様は、ＳＣ変調およびＯＦＤＭ変調された信号の伝送のために使用さ
れ得るフレーム構造を生成するための方法をサポートする。１つの態様において、ＯＦＤ
Ｍトランシーバのチップレートは、シングルキャリア（ＳＣ）チップレートの１．５倍に
設定されうる。さらに、このチップレートは、ＯＦＤＭ伝送方式の場合に、サンプリング
レートとして知られる。たとえば、ＳＣチップレートが１７２８ＭＨｚに設定され、それ
が２１６０ＭＨｚのチャネル分離の３ｄＢの帯域幅に対応する場合、ＯＦＤＭサンプリン
グレート（すなわち、ＯＦＤＭチップレート）は、２５９２ＭＨｚであることができる。
ＯＦＤＭモードが、総計５１２のサブキャリアを用いた場合、１５４のサブキャリアが、
（占有帯域幅の各サイドに７７の）ガードサブキャリアとして割り当てられることができ
、ＳＣ伝送モードの帯域幅に対応し得る、約１７２８ＭＨｚを占有する３５４のデータベ
アリングサブキャリアが存在しうる。
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【００４４】
　ＳＣ信号は、π／２－ＢＰＳＫ変調を用いることができ、送信の前に、ゴレイ（Golay
）符号によって拡散されることができる。これは、準一定の包絡線の送信ＳＣ信号を供給
することができる。長さ１２８のゴレイ符号が、プリアンブル内で使用されることができ
、長さ６４のゴレイ符号が、データの拡散に使用されることができる。
【００４５】
　図５は、ＳＣおよびＯＦＤＭ伝送方式の両方に共通するフレーム構造を生成および処理
するための動作を要約している。動作５１０－５２０は、ＵＷＢシステムの送信機側で行
われることができ、動作５３０－５４０は、ＵＷＢシステムの受信機側で行われることが
できる。
【００４６】
　５１０において、まず、プリアンブルおよびデータペイロードが、送信機で生成される
ことができる。それに続き、５２０では、プリアンブルおよびデータペイロードを含むフ
レームが無線チャネルによって送信されることができる。プリアンブルは、第１のチップ
レートで、ＳＣ伝送方式により無線チャネルを介して送信されることができ、データペイ
ロードは、第１のチップレートとは異なる第２のチップレートで、ＯＦＤＭ伝送方式によ
り送信されることができる。５３０では、プリアンブルおよびデータペイロードを含むフ
レームが、受信機で受信されることができ、受信されたフレームは、無線チャネルのさま
ざまな影響により破損している場合がある。５４０では、プリアンブルおよびデータペイ
ロードが、受信されたフレーム内で検出されることができる。
【００４７】
　図６は、少なくとも１つの長さ１２８のゴレイ符号ａ１２８の反復、ヘッダー６２０、
およびデータペイロード６３０からなるプリアンブル６１０を含むミリ波フレーム構造６
０２を示す。データペイロード６３０は、長さ６４のゴレイ符号の対（すなわち、ａ６４

および／またはｂ６４の符号）を使用して拡散されることもできる。
【００４８】
　プリアンブル６１０は、同期（ＳＹＮＣ）シーケンスフィールド６１２、開始フレーム
デリミタ（ＳＦＤ）フィールド６１４、およびチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）フィー
ルド６１６を、さらに含むことができる。ＳＹＮＣフィールド６１２は、自動利得制御（
ＡＧＣ）、ＤＣオフセット除去、フレーム検出、周波数の粗推定、アンテナのスイッチン
グ、信号方向発見、周波数の微推定およびチャネルの推定のために、受信機で使用される
ことができる。ＳＦＤフィールド６１４は、ＳＹＮＣフィールド６１２の終わり、および
ＣＥＳフィールド６１６の始まりを示すために使用されることができる。ＣＥＳフィール
ド６１６は、チャネル推定および周波数の微推定のために使用されることができる。
【００４９】
　ＳＹＮＣシーケンス６１２は、ゴレイ符号ａｉ

６４および／またはｂｉ
６４（すなわち

、ｉ個のサンプルの右へのサイクリックシフトを使用して、ゴレイ符号ａ６４およびｂ６

４から生成された符号）によって拡散されたものの反復を含むことができる。ＳＦＤフィ
ールド６１４は、ゴレイ符号ａｉ

６４および／またはｂｉ
６４によって拡散されたシーケ

ンス｛１ －１ １ －１・・・｝を含むことができる。ＣＥＳフィールド６１６も、ゴレ
イ符号ａｉ

６４および／またはｂｉ
６４を使用して拡散されることができる。ＣＥＳは、

符号ｂｉ
６４の反復によって後続される符号ａｉ

６４の反復から形成されることができる
。ヘッダーフィールド６２０およびデータフィールド６３０は、二値または複素数値にす
ることができ、また、ゴレイ符号ａｉ

６４および／またはｂｉ
６４を使用して拡散される

ことができる。
【００５０】
　図７は、図６のフレーム６０２の詳細な構造を示し、それは、フレーム７０２として示
されている。長さ１２８のゴレイシーケンスａ１２８のサンプルが、プリアンブル６１０
を得るために拡散されるのに使用されることができる。たとえば、相補関係にあるゴレイ
符号のペアは、遅延ベクトルD = [64 32 16 1 8 2 4]、およびシードベクトルW = [l 1 1
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 1 －1 －1 l]を使用して、生成されることができる。生成された相補関係にある（compl
ementary）ゴレイ符号のペアは、１６進法の表記で、以下のように表されることができる
：
【数１】

【数２】

【００５１】
ここで、最下位の（the least significant）バイトは左側にあり、最上位の（the most 
significant）バイトは右側にある。
【００５２】
　シーケンスａ１２８は、以下のプロパティ、すなわち、容易なＤＣ－オフセット推定を
可能にするπ／２によって回転された後のゼロ平均値（zero mean）と、メインピークの
各サイドのゼロ相関ゾーン（ＺＣＺ：zero correlation zone）の３２のサンプルと、Ｚ
ＣＺの外側の低サイドローブレベルの１６のサンプル、とを保証するように選択され得る
。さらに、ゴレイシーケンスａ１２８は、パラレルなゴレイマッチドフィルダが、プリア
ンブルを検出する受信機で、確実に用いられることが可能なようにすることができる。
【００５３】
　長さ６４の相補関係にあるゴレイ符号が、ヘッダー６２０およびデータペイロード６３
０を生成するために拡散するのに使用されることができる。ゴレイ符号ａ６４は、単独で
、またはゴレイ符号ｂ６４とペアで、使用されることができる。以下の相補関係にあるゴ
レイ符号のペアは、遅延ベクトルD = [4 32 8 1 2 16]、およびシードベクトルW = [－l 
－1 1 1 1 l]を使用して生成されることができる：
【数３】

【数４】

【００５４】
　式（３）－（４）によって与えられる、相補関係にあるゴレイシーケンスのペアは、プ
リアンブルとの低レベルの相互相関（cross－correlation）と、任意のデータシーケンス
に対して低サイドローブレベルの８のサンプル（たとえば、ａ６４符号が、ａ６４または
－ａ６４、またはｂ６４または－ｂ６４によって後続される場合、および、ｂ６４符号が
、ａ６４または－ａ６４、またはｂ６４または－ｂ６４によって後続される場合）と、を
供給することができ、パラレルなゴレイマッチドフィルタが、プリアンブルおよびデータ
ペイロードを検出する受信機で、効率的に用いられることができる。
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【００５５】
　本開示の一態様において、拡散シーケンスは、ａ６４符号乃至ｂ６４符号で、ランダム
に（または、より正確には、擬似ランダムに）変化することができる。たとえば、図８に
示したもののような、線形フィードバックシフトレジスタ（ＬＦＳＲ：linear feedback 
shift register）が、用いられることができる。マルチプレクサ８１０の選択入力８２０
の値がゼロと等しい場合、シーケンスａ６４が、シードベクトルの現行ビットの拡散のた
めに選択されることができる。あるいは、シーケンスｂ６４が、シードベクトルの現行ビ
ットの拡散のために選択されてもよい。このランダム化の手法は、伝送信号のスペクトル
を白色化（whiten）し、かつ、すべてのスペクトル線を除去することができる。ランダム
化は、さらに、ａ６４乃至ｂ６４のシーケンスのマッチドフィルタ出力の合計が、結合さ
れたときに、理想的なディラック（Dirac）信号特性を提供することができる（すなわち
、サイドローブが存在しない）ので、受信機でのチャネル追跡を改良することができる。
【００５６】
　本開示の一態様において、プリアンブル内のＳＦＤシーケンスは、式（１）よりゴレイ
符号ａ１２８によって拡散されたシードベクトル W = [－1 －1 －1 1 －1 1 －1 －1 －
l] から生成されることができる。したがって、ＳＦＤシーケンス [－a128 －a128 －a12
8 a128 －a128 a128 －a128 －a128 －a128] が得られることができる。このＳＦＤシー
ケンスは、受信機で、コヒーレントにも差動的にも、検出されることができる。コヒーレ
ントに検出されたＳＦＤ、および差動的に検出（ＤＤ：differentially detected）され
たＳＦＤのためのマッチドフィルタ（ＭＦ）出力を、図９に示す。
【００５７】
　本開示の一態様において、ヘッダーおよびデータペイロードは、レート－１／２の低密
度パリティ検査（ＬＤＰＣ）符号を使用して符号化されることができる。本開示の他の態
様は、いくつかの他の前方誤り訂正（ＦＥＣ：Forward Error Correction）符号に基づい
た、ヘッダーおよびデータペイロードの符号化をサポートする。
【００５８】
　プリアンブル内のチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）は、長さ２５６のサンプル、また
は長さ１２８のサンプルの、相補関係にあるゴレイ符号ペアを利用することもできる。遅
延ベクトルD = [l28 64 32 8 2 16 1 4]、およびシードベクトルW = [l 1 1 1 1 －1 1 l
]は、以下の、長さ２５６のサンプルの相補関係にあるゴレイ符号を生成するために用い
られることができる：
【数５】

【００５９】
および
【数６】

【００６０】
　式（５）－（６）によって与えられる、相補関係にあるゴレイ符号のペアは、プリアン
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ブルシーケンスとの低レベルの相互相関と、低サイドローブレベルの１６のサンプルと、
メインピークの各サイドのゼロ相関ゾーン（ＺＣＺ）の６４のサンプル、とを供給するこ
とができ、共通のマッチドフィルタが、ＣＥＳ、プリアンブル全体、およびデータペイロ
ードを処理するように構成可能であるように、パラレルなゴレイマッチドフィルタによっ
て、効率的に処理されることができる。
【００６１】
　　シングルキャリアフレーム構造
　シングルキャリア（ＳＣ）フレーム構造は、図６および図７に示されたＣＭフレーム構
造と同様であることができる。しかしながら、ＳＣプリアンブルは、ＣＭプリアンブルと
比較して、より短くなり得る。ＳＣプリアンブルは、２つのプリアンブルモード、すなわ
ち、ミディアムサイズのプリアンブルと、ショートサイズのプリアンブルとをサポートす
ることができる。ロング、ミディアム、およびショートプリアンブル間の違いは、ＳＦＤ
長さ内の、ＳＹＮＣフィールド内の、式（１）によって与えられるゴレイシーケンスａ１

２８の反復の数、ならびに、ＣＥＳフィールド内の、式（５）－（６）によるゴレイシー
ケンスａ２５６およびｂ２５６（または、その代わりに、式（１）－（２）による、ａ１

２８およびｂ１２８シーケンス）の反復の数にあることができる。
【００６２】
　ミディアムおよびハイデータレートを達成するために、バースト構造が、データ伝送に
用いられ得る。図１０は、バースティＳＣフレーム構造の一例を示す。ＳＣフレーム（す
なわち、データパケット）１００２は、まず、いくつかの前方誤り訂正（ＦＥＣ）符号を
利用して、符号化されることができ、π／２－ＢＰＳＫまたはπ／２－ＱＰＳＫ変調のい
ずれかにマッピングされることができる。その後、変調されたデータパケット１００２は
、図１０に示すように、複数のデータバースト１０１０に区分化されることができる。デ
ータバースト１０１０は、長さ６４のサンプル、または１６のサンプルの、既知のゴレイ
シーケンス１０１２（すなわち、パイロットワード（ＰＷ：Pilot Word））によって先行
された、データ部分１０１４を含むことができる。バーストの長さは、両方のケースにお
いて、２５６サンプルに固定されることができる。
【００６３】
　長さ６４のＰＷは、厳しいマルチパス環境（すなわち、多数のチャネル経路を有する環
境）のために使用されることができ、一方、長さ１６のＰＷは、数少ないチャネル経路を
有する準見通し環境（quasi－line－of－sight environments）のために使用されること
ができる。シーケンス１０２０のヘッダー部は、すべてのタイプのシグナリングのための
長さ６４サンプルのＰＷを用いることができる。一方、シーケンス１０２０のデータ部は
、長さ６４または１６サンプルのＰＷを用いることができ、ＰＷの長さは、１ビットのＰ
Ｗ＿フラグを使用して、シーケンス１０２０のヘッダー部内でシグナリングされることが
できる。たとえば、ＰＷ＿フラグが０と等しい場合、ＰＷの長さは、６４サンプルであり
、ＰＷ＿フラグが１と等しい場合、ＰＷの長さは１６サンプルである。
【００６４】
　６４サンプルの長さのＰＷのために、データサンプルの拡散のために使用されるゴレイ
シーケンスａ６４およびｂ６４は、さらに、ＰＷとして直接的に使用されることもできる
。一方、長さ１６のＰＷは、４サンプルのサイドローブレベル、および、４サンプルのＺ
ＣＺを伴う、以下の相補関係にあるゴレイ符号のペア、すなわち、遅延ベクトルD = [4 8
 2 1]、およびシードベクトルW = [1 －1 1 1]を使用して得られた、a16 = 2D11, b16 = 
7844を用いることができる。本開示の一態様において、ゴレイタイプ（ａ）（すなわち、
ゴレイ符号ａ６４またはａ１６）のパイロットワードのみが、使用されることができる。
本開示の別の態様において、データペイロードは、サブブロックに区分化されることがで
きる。偶数のサブブロックは、ゴレイタイプ（ａ）の符号を使用することができ、奇数の
サブブロックは、ゴレイタイプ（ｂ）の符号を使用することができる。
【００６５】
　本開示の一態様において、図１１に示されたもののように、ＰＷは、ゴレイ符号ｂおよ
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び－ｂが奇数のデータサブブロックに使用され得る一方で、偶数のデータサブブロックに
ついてはゴレイ符号ａおよび－ａを使用することにより、さらにランダム化されることが
できる。データパケット１００２は、データバースト１１１０および１１２０に区分化さ
れることができる。図１１に示すように、バースト１１１０は、ゴレイタイプ（ａ）の符
号１１１２によって先行されたデータ部１１１４を含むことができ、バースト１１２０は
、ゴレイタイプ（ｂ）の符号１１２２によって先行されたデータ部１１２４を含むことが
できる。
【００６６】
　図８に示されたものと同様のＬＦＳＲが、拡散シーケンスの選択のために用いられるこ
とができる。たとえば、第１のＬＦＳＲの出力が０である場合、ゴレイ符号ａが、サブブ
ロック１１３２を生成するための拡散に使用されることができ、第１のＬＦＳＲの出力が
１である場合、ゴレイ符号－ａが、サブブロック１１３２を生成するための拡散に使用さ
れることができる。第２のＬＦＳＲの出力が０である場合、シーケンスｂが、サブブロッ
ク１１３４を生成するための拡散に使用されることができ、第２のＬＦＳＲの出力が１で
ある場合、シーケンス－ｂが、サブブロック１１３４を生成するための拡散に使用される
ことができる、等である。この特定のランダム化は、伝送信号のスペクトルを白色化する
ことができ、スペクトル線を除去することができる。さらに、ランダム化は、シーケンス
ａ６４およびｂ６４からのマッチドフィルタの出力の合計が、結合された場合に、理想的
なディラックインパルス応答を供給することができるので、受信機でのタイミング、周波
数、およびチャネル追跡を改良することもできる。
【００６７】
　　ＯＦＤＭフレーム構造
　ＯＦＤＭプリアンブルは、同一のハードウェアリソースを再利用するために、ＳＣ伝送
方式においてプリアンブルを生成するために利用された、同一のゴレイ遅延ベクトルD = 
[64 32 8 2 16 1 4]を用いることができる。本開示の一態様において、この特定の遅延ベ
クトルは、以下の、ＯＦＤＭ伝送方式のための長さ１２８のプリアンブルシーケンスを生
成するために、シードベクトルW = [－1 －1 －1 1 －1 j 1]とともに用いられることが
できる：

【数７】

【数８】

【００６８】
ここで、シーケンスａ１２８は複素数のシーケンス（すなわち、ａ１２８＝ａＲ１２８＋
ｊ・ａＩ１２８）であるため、ａＲ１２８は、ａ１２８シーケンスの実数部分であり、ａ

Ｉ１２８は、ａ１２８シーケンスの虚数部分である。本開示の一態様において、ＯＦＤＭ
伝送方式は、２５９２ＭＨｚ（すなわち、ＳＣ伝送方式のサンプリングレートの１．５倍
）のサンプリングレートを用いることができる。
【００６９】
　式（７）－（８）によって与えられるＯＦＤＭゴレイシーケンスａ１２８は、以下のプ
ロパティ、すなわち、容易なＤＣオフセット推定を可能にする実数部分および虚数部分の
両方のゼロ平均値と、メインピークの各サイドの３２サンプルのゼロ相関ゾーン（ＺＣＺ
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ることができる。さらに、ＯＦＤＭゴレイシーケンスａ１２８は、受信機でのパラレルな
ゴレイマッチドフィルタリングの効率的な使用、ならびに、フィルタリング後の低い（す
なわち、３ｄＢ未満の）ピークツーアベレージパワー比（peak－to－average power rati
o）を可能にすることができる。
【００７０】
　ＯＦＤＭプリアンブル内のチャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）は、長さ５１２サンプル
の互換性のある、相補関係にあるゴレイ符号を使用することができる。たとえば、遅延ベ
クトル D =[256 128 64 32 8 2 16 1 4]、およびシードベクトル W = [－1 －j －1 j j 
1 1 －j j] が、以下の相補関係にある複素数のゴレイ符号を生成するために使用される
ことができる：
【数９】

【数１０】

【数１１】
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【００７１】
　式（９）－（１０）および（１１）－（１２）によって与えられる複素数のゴレイ符号
は、以下の特性、すなわち、プリアンブルシーケンスとの低レベルの相互相関と、３６サ
ンプルの低サイドローブレベルと、メインピークの各サイドの１２８サンプルのＺＣＺ、
とを有することができ、かつ、受信機での効率的なパラレルのゴレイマッチドフィルタリ
ングを可能にすることができ、単一のマッチドフィルタが、ＣＥＳ、およびプリアンブル
の残りの部分を検出するために構成されることができる。さらに、式（９）－（１０）お
よび式（１１）－（１２）によって与えられる両方の複素数のゴレイ符号は、プリアンブ
ルとの互換性を有することができ、すなわち、プリアンブルの遅延ベクトルは、ＣＥＳの
遅延ベクトルに含まれることができる。本開示の一態様において、単一の構成可能なパラ
レルマッチドフィルタは、ＳＣおよびＯＦＤＭ伝送方式の両方のためのプリアンブル内の
すべてのシーケンスを検出するために使用されることができる。
【００７２】
　ＯＦＤＭ伝送において、プリアンブルシーケンスは、２５６サンプルの長さを有するこ
とができ、長さ５１２サンプルのＣＥＳシーケンスの互換性のあるセットが使用されるこ
ともできる。以下の、長さ２５６サンプルの複素数のプリアンブルシーケンスは、遅延ベ
クトル D = [128 64 32 8 2 16 1 4]、およびシードベクトル W = [1 j 1 j －1 1 j j]
を使用して生成されることができる：

【数１３】

【数１４】

【００７３】
一方、遅延ベクトルD = [256 128 64 32 8 2 16 1 4]、およびシードベクトル W = [1 －
j 1 j j 1 1 －j j]を使用して生成された、長さ５１２の複素数のＣＥＳシーケンスの互
換性のあるセットは、以下の通りであることができる：
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【数１５】

【数１６】

【数１７】

【数１８】

【００７４】
　　統一されたフレーム構造
　コモンモード（ＣＭ）伝送方式は、シングルキャリア（ＳＣ）モード、およびハイスピ
ードインターフェース（ＨＳＩ：High Speed Interface）ＯＦＤＭモードといった、異な
るモード間の共在を可能にする。しかしながら、無線システムは、搬送波感知多重アクセ
ス／衝突回避方式（ＣＳＭＡ／ＣＡ：Carrier Sense Multiple Access with Collision A
voidance）モードにおいて動作するように、さらに構成される場合もあり、それは、クリ
アチャネルアセスメント（ＣＣＡ：Clear Channel Assessment）を使用する、電気電子技
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術者協会（ＩＥＥＥ：Institute of Electrical and Electronics Engineers）の８０２
．１１プロトコルにおいて、用いられるモードである。サービス加入者のデバイスは、伝
送媒体がビジーかどうかを、プリアンブルを検出することによって、および、フレームの
持続時間をプリアンブルから決定することによって、決定することが可能であり得る。一
旦、サービス加入者のデバイスが、フレームの長さを知ると、媒体が特定の期間使用中で
あることが、さらに知られ得ることになる。
【００７５】
　ＩＥＥＥ８０２．１５．３仕様のスーパーフレームのコンテンションアクセス期間（Ｃ
ＡＰ：Contention Access Period）部における動作を促進するために、図１２に示す、統
一されたフレームフォーマット１２１０が用いられることができ、ＩＥＥＥ８０２．１５
．３のスーパーフレームは、少なくとも１つの統一されたフレーム１２１０を含むことが
できる。フレーム１２１０のプリアンブル１２１２は、ＳＣ方式を使用して伝送され得る
一方、フレーム１２１０は、ＳＣフレームまたはＯＦＤＭフレームのいずれかであり得る
。プリアンブル１２１２は、コモンモードのためのものと同一のシーケンスを使用するこ
とができるが、ＳＦＤフィールドを含む各フィールドにおけるシーケンスの反復の数は、
異なり得る。プリアンブル１２１２は、ＳＣチップレート、たとえば、Ｆ＝１７２８ＭＨ
ｚで、伝送されうる。
【００７６】
　共通ショートヘッダー１２１４は、どのくらい長く伝送媒体がビジーであるかについて
決定することを、サービス加入者のデバイスに可能にさせるために、用いられることがで
きる。共通ショートヘッダー１２１４は、ＳＣチップレートで伝送されることができ、図
１３に示す以下のフィールド、すなわち、フレーム長さフィールド１３０２と、変調およ
び符号化方式（ＭＣＳ：Modulation and Coding Scheme）フィールド１３０４と、ＳＣま
たはＯＦＤＭ伝送方式がフレーム１２１０の伝送のために用いられているかどうかを示す
ＳＣ／ＯＦＤＭビット１３０６と、予約された（ＲＥＳ：Reserved）フィールド１３０８
と、巡回冗長検査（ＣＲＣ：Cyclic Redundancy Check）フィールド１３１０、とを含む
ことができる。フレーム長さフィールド１３０２内で特定されたフレームの長さは、オク
テットで与えられうる。
【００７７】
　ＭＣＳフィールド１３０４の値、およびフレームの長さについての情報は、フレーム持
続時間を計算することを、サービス加入者のデバイスに可能にさせることができる。ある
いは、共通ショートヘッダー１２１４は、たとえば、ミリセカンドといった、何らかの単
位で、フレームの持続時間を含むこともできる。ＳＣ伝送モードは、さまざまなＭＣＳｓ
を用いることができる。どのＭＣＳが利用されているかによって、たとえば、３５０Ｍｂ
ｐｓ、７００Ｍｂｐｓ、１．５Ｇｂｐｓ、および３Ｇｂｐｓといった異なるデータレート
が達成されることができる。
【００７８】
　共通ショートヘッダー１２１４は、低密度パリティ検査（ＬＤＰＣ）符号化といった、
前方誤り訂正（ＦＥＣ）符号化にしたがって、２つのバーストにおいて伝送されることが
できる。短くされたＬＤＰＣ符号は、図１３に示すように、レート－１／２ＬＤＰＣ符号
から生成されることができる。第１のステップは、４８ビットのショートヘッダー１２１
４に２８８個のゼロを付け加えるために提供されることができる。第２のステップは、レ
ート－１／２ＬＤＰＣ（６７２，３３６）符号を使用して、ショートヘッダー１２１４を
符号化するために提供されることができる。２８８個のゼロをディスカード（discarding
）した後に、結果として生じた符号は、ＬＤＰＣ（３８４，４８）符号に、短くされるこ
とができる。第３のステップは、第１のデータスロット（すなわち、ゴレイ符号ａ６４で
ありうるＰＷ１３１４、および共通ヘッダー部１３１２）における第１の１９２ビットを
伝送するために、および、第２のデータスロット（すなわち、ゴレイ符号ａ６４でありう
るＰＷ１３１８、および共通ヘッダー部１３１６）における残りの１９２ビットを伝送す
るために、提供されることができる。
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【００７９】
　図１２を再び参照し、共通ショートヘッダー１２１４に後続するショートガードインタ
ーバル１２１６は、ＳＣチップレートからＯＦＤＭチップレートへの（たとえば、Ｆ＝１
７２８ＭＨｚから１．５Ｆ＝２５９２ＭＨｚへの）スイッチングを可能にすることができ
る。フレーム１２１０の残りの部分１２１８（すなわち、ヘッダーおよびデータ部）は、
対応するチップレートを使用して、ＳＣモードまたはＯＦＤＭモードのいずれかで伝送さ
れることができる。
【００８０】
　上述された方法のさまざまな動作は、対応する機能を行うことができる任意の好適な手
段によって行われることができる。手段は、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
またはプロセッサを含むが、これらに限定されない、さまざまなハードウェアおよび／ま
たはソフトウェアの（単数または複数の）コンポーネントおよび／または（単数または複
数の）モジュールを含むことができる。概して、図面に示された動作がある場合、それら
の動作は、同様の参照番号を付した、対応するもう一方のミーンズプラスファンクション
コンポーネントを有することができる。たとえば、図５に示したブロック５１０－５４０
は、図５Ａに示した回路ブロック５１０Ａ－５４０Ａに対応する。
【００８１】
　ここに使用される場合、「決定すること（determining）」という語は、広範なさまざ
まな作用を含む。たとえば、「決定すること」は、計算すること、演算すること、処理す
ること、導き出すこと、調査すること、検索すること（たとえば、表、データベース、ま
たは別のデータ構造を検索すること）、確定すること、等を含むことができる。また、「
決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること
（たとえば、メモリにおけるデータにアクセスすること）、等を含むこともできる。さら
に、「決定すること」は、解決すること、選択すること、選び出すこと、確立すること、
等を含むこともできる。
【００８２】
　上述された方法のさまざまな動作は、さまざまなハードウェアおよび／またはソフトウ
ェアの（単数または複数の）コンポーネント、回路、および／または、（単数または複数
の）モジュールといった、この動作を行うことのできる任意の好適な手段によって行われ
ることもできる。概して、図面に示された任意の動作は、この動作を行うことができる対
応する機能的な手段によって行われることもできる。
【００８３】
　本開示に関連して説明された、さまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレー信号（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェ
アコンポーネント、または、ここに説明された機能を実行するように設計された、それら
の任意の組み合わせによって、実現または実行されることができる。汎用プロセッサは、
マイクロプロセッサでもよいが、あるいは、プロセッサは、任意の商業的に入手可能なプ
ロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、またはステートマシンでもよい。プロセッサは
、コンピュータデバイスの組み合わせ、たとえば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサ
、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合された１つ以上のマイクロプロセッサと
の組み合わせ、または任意の他のそのような構成としても実現されることができる。
【００８４】
　本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェアで直
接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにおいて、または、その
２つの組み合わせにおいて、具現化されることもできる。ソフトウェアモジュールは、当
該技術で周知の任意の形態の記憶媒体の中に存在することもできる。使用され得る記憶媒
体のいくつかの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ
）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディ
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スク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、等を含む。ソフトウェアモジュールは、単
一の命令、または多くの命令を含むことができ、いくつかの異なる符号セグメントによっ
て、異なるプログラム間で、および複数の記憶媒体にわたって、分散されることもできる
。記憶媒体は、プロセッサに結合されているので、プロセッサは、記憶媒体から情報を読
み、記憶媒体に情報を書くことができる。あるいは、記憶媒体は、プロセッサに統合され
てもよい。
【００８５】
　ここに開示された方法は、説明された方法を達成するための１つ以上のステップまたは
操作を含む。方法ステップおよび／または操作は、特許請求の範囲から逸脱することなく
、相互の互換性を有することもできる。すなわち、ステップまたは操作の特定の順序が指
定されていない限り、特定のステップおよび／または操作の順序および／または使用は、
特許請求の範囲から逸脱することなく変更されることもできる。
【００８６】
　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、または、これらの
任意の組合せにおいて実現されることもできる。ソフトウェアにおいて実現される場合、
機能は、コンピュータ可読媒体における１つ以上の命令として記憶されることができる。
記憶媒体は、コンピュータによるアクセスが可能な任意の入手可能な媒体であってもよい
。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または、他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または
他の磁気記憶デバイス、または、コンピュータによるアクセスが可能であり、データ構造
または命令の形態の所望のプログラムコードを記憶または搬送するために使用可能な任意
の他の媒体を含むこともできる。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ここに使
用されているように、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザー（登録商標）ディ
スク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）
を含み、ディスク（disks）は普通、データを磁気的に再生するが、ディスク（discs）は
普通、レーザーで光学的にデータを再生する。
【００８７】
　このように、特定の態様は、ここに提示された動作を行うためのコンピュータプログラ
ム製品を含むこともできる。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品は、記憶
（および／または符号化）された命令を有するコンピュータ可読媒体を含むこともでき、
命令は、ここに説明された動作を行うために、１つ以上のプロセッサによって実行可能で
ある。特定の態様のために、コンピュータプログラム製品は、パッケージ素材を含むこと
もできる。
【００８８】
　ソフトウェアまたは命令は、伝送媒体によって伝送されることもできる。たとえば、ソ
フトウェアが、ウェブサイト、サーバー、または、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）を使用する他のリモートソース、または、
赤外線、無線、および、マイクロ波といった無線技術によって伝送される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または、赤外線、無線、および、マ
イクロ波といった無線技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【００８９】
　さらに、モジュールおよび／またはここに説明された方法および手法を行うための他の
適切な手段は、適宜、ユーザー端末および／または基地局によって、ダウンロードおよび
／またはそうでなければ入手されることができるということが理解されるべきである。た
とえば、そのようなデバイスは、ここに説明された方法を行うための手段の移送を容易に
するためにサーバーに結合されることができる。あるいは、ここに説明されたさまざまな
方法は、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロ
ッピーディスクといった物理的な記憶媒体、等）を介して提供されることができるので、
ユーザー端末および／または基地局は、デバイスに、記憶手段を結合または提供した上で



(24) JP 2012-502565 A 2012.1.26

、さまざまな方法を得ることができる。さらに、ここに説明された方法および手法を提供
するための任意の他の好適な手法は、デバイスに利用可能である。
【００９０】
　特許請求の範囲は、上記された、まさにその構成およびコンポーネントに限定されない
ということが理解される。さまざまな変更、変化、およびバリエーションが、特許請求の
範囲から逸脱することなく、上記された方法および装置の配置、動作、および詳細におい
て行われうる。

【図１】 【図２】
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